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1.  21年3月期の連結業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 15,349 △14.9 677 △62.9 245 △84.2 △145 ―
20年3月期 18,027 6.7 1,826 1.3 1,550 0.5 508 △43.4

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年3月期 △6.18 ― △2.3 1.3 4.4
20年3月期 21.56 ― 7.5 7.6 10.1

（参考） 持分法投資損益 21年3月期  55百万円 20年3月期  77百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 19,050 6,544 31.7 256.74
20年3月期 19,873 7,424 34.4 290.21

（参考） 自己資本   21年3月期  6,047百万円 20年3月期  6,836百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

21年3月期 △183 △836 788 1,400
20年3月期 2,078 △857 △1,231 1,665

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（年間）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

20年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 141 27.8 2.1
21年3月期 ― 4.00 ― 2.00 6.00 141 ― 2.2
22年3月期 

（予想）
― 2.00 ― 3.00 5.00 47.1

3.  22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

6,500 △25.0 200 △63.7 150 △63.1 80 △63.1 3.39

通期 13,500 △12.1 600 △11.4 450 83.4 250 ― 10.61
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

（注）詳細は、20ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、25ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期 23,606,573株 20年3月期 23,606,573株
② 期末自己株式数 21年3月期  51,010株 20年3月期  48,137株

（参考）個別業績の概要 

1.  21年3月期の個別業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 9,959 △5.4 335 △61.4 601 △46.8 233 △15.2
20年3月期 10,532 7.5 869 23.0 1,131 9.9 275 △69.8

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

21年3月期 9.92 ―
20年3月期 11.71 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 15,647 6,981 44.6 296.37
20年3月期 15,209 6,959 45.8 295.42

（参考） 自己資本 21年3月期  6,981百万円 20年3月期  6,959百万円

2.  22年3月期の個別業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる
場合があります。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

4,000 △23.1 160 △18.3 200 △63.6 120 △71.8 5.09

通期 8,500 △14.7 430 28.1 350 △41.8 220 △5.9 9.33
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(1）経営成績に関する分析 

  

 （当期の経営成績） 

当連結会計年度におけるわが国経済は、年度前半は原油及び原材料価格の高騰や米国の景気後退などの影響によ

り景気の減速感が強まりました。年度後半は世界的な金融危機の広がりによる海外経済の悪化を背景とした輸出の

減少により企業収益が急速に低下し、雇用情勢の悪化や設備投資の減少など大変厳しい状況となりました。 

 このような環境のもと、当社グループにおきましては、鉄鋼、自動車、ＩＴ関連業界等における設備投資抑制や景

気後退の影響を受け、減収となりました。利益面では、徹底した経費節減を図り、業務の効率化や販売価格の改定に

も努めましたが、原燃料価格の高騰や生産減少によるコストの増大を吸収するには至りませんでした。 

 その結果、当連結会計年度の業績は、売上高153億４千９百万円(前年同期比14.9％減)、営業利益６億７千７百万

円（前年同期比62.9％減）、経常利益２億４千５百万円(前年同期比84.2％減)となりました。また、特別損失として

投資有価証券評価損や為替差損及び減損損失等を計上したことから、１億４千５百万円の当期純損失となりました。

（前年同期は５億８百万円の純利益） 

 （当期の分野別の業績概況） 

当社グループの基幹事業である断熱関連事業におきましては、主要得意先である鉄鋼や石油化学業界等における

設備投資による需要は、世界的な景気の後退により減退がみられ、また、自動車やＩＴ関連業界の需要も、生産縮

小や設備投資抑制の影響により急激に減少したことから、セラミックファイバー、耐火断熱れんがなどを中心とす

る断熱材や工業炉の設計施工などの売上は減少しました。 

その結果、断熱関連事業の連結売上高は127億６千４百万円(前年同期比15.5％減)となりました。 

建設関連事業におきましては、ファイヤープロテクション部門の売上は堅調に推移しましたが、集成材部門では

国内の住宅・建築市場の低迷などの影響を受け、売上は減少しました。 

その結果、建設関連事業の連結売上高は10億３百万円(前期比11.7％減)となりました。 

なお、集成材部門は、依然として厳しい状況にあることから、コスト削減の徹底、生産規模の適正化等の構造改

革を実行いたしました。 

 その他事業におきましては、軽金属補強材料やＩＴ設備関連用部品の売上は、第２四半期までは順調に推移しま

したが、第３四半期以降、関連業界の設備投資が低迷し減少しました。環境・緑化用途のセラミックス多孔体の売

上は、景気後退による影響で低調な推移となりました。 

 その結果、その他事業の連結売上高は15億８千１百万円(前期比11.5％減)となりました。 

  （次期の見通し） 

今後の見通しにつきましては、企業収益悪化に伴う設備投資の落ち込みや個人消費の低迷などから、しばらく

は景気の後退が続くと懸念されます。景気対策の効果や需要先の在庫調整の進展などから需要は徐々に回復するも

のと思われますが、回復の時期や需要動向については、依然として不透明であります。 

 このような環境のもと、当社グループは基幹事業である断熱関連事業を中心に売上の伸張に努めるとともに、構

造改革を伴う抜本的なコスト削減や体質改善を推進して、収益の向上に努めてまいります。 

断熱関連事業におきましては、生産効率のさらなる改善や要員の見直しなどコスト低減を可能な限り進めると

ともに、製造・用途技術の向上、品質管理の強化、市場要求に沿った供給体制の充実を図り、総合的活動力を高め

てまいります。 

建設関連事業及びその他事業におきましては、環境関連分野で事業活動の強化と効率化を進めてまいります。

また、新規需要開拓にも注力し、業績の回復に努めてまいります。 

(2）財政状態に関する分析 

①キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度に比べ２

億６千４百万円減少し14億円となりました。 

  

１．経営成績
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営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動による資金の減少は１億８千３百万円（前連結会計年度は20億７千８百万円増加）となりました。増加

の主な内訳は減価償却費７億３千３百万円、売上債権の増減額３億６百万円などによります。減少の主な内訳は、

税金等調整前当期純損失１億７千４百万円、たな卸資産の増減額６億１千３百万円、法人税等の支払額５億３千１

百万円などです。 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動による資金の減少は８億３千６百万円（前連結会計年度は８億５千７百万円減少）となりました。主な

内訳は、有形固定資産の取得による支出９億１千２百万円が主なものです。 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動による資金の増加は７億８千８百万円（前連結会計年度は12億３千１百万円減少）となりました。短期

借入金の純増減額11億５百万円、配当金の支払額１億６千５百万円などがあります。 

②キャッシュ・フロー指標のトレンド 

注：上記各指標の算式は次のとおりです。 

  自己資本比率：自己資本／総資産 

  時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

  キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

  インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い  

※ いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

※ 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

※ キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。 

※ 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としておりま 

   す。 

※ 平成21年３月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは営業キャッシ

ュ・フローがマイナスのため記載を省略しております。  

   ③次期の見通し 

 平成22年３月期における当社グループの財政状態につきましては、通常の営業活動に伴う変動にとどまるものと考

えております。 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社の利益配分につきましては、株主への継続的な配当と、事業基盤の安定、経営体質、財務体質の充実強化に備

えた内部留保を勘案して決定することを基本方針としております。 

 当期の期末の配当金につきましては、１株につき２円を予定しています。既に実施いたしました中間配当金１株に

つき４円と合わせて、年間では６円となります。 

 なお、次期の１株当たり配当金は、中間期末２円、期末３円（年間５円）を予定しております。 

  

(4）事業等のリスク 

 当社及び当社グループの事業に関しては、原材料価格、製品販売価格、為替レート、金利変動、自然災害及び事

故、法令その他諸規範と規制等に関するリスクを有しており、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性があると考

えられます。当社は、これらのリスク発生の可能性を認識したうえで、発生の回避及び発生した場合の対応に努めて

まいります。 

  

    平成18年3月期 平成19年3月期 平成20年3月期 平成21年3月期

自己資本比率 （％）  28.7  32.3  34.4  31.7

時価ベースの自己資本比率 （％）  49.0  38.7  21.1  14.2

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 （年）  5.4  7.3  3.9  －

インタレスト・カバレッジ・レシオ （倍）  9.6  6.2  10.3  －
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 当社及び当社の関係会社（親会社、子会社11社及び関連会社13社（平成21年３月31日現在）により構成）において

は、断熱関連、建設関連、その他の３部門に関する事業を主として行っております。各事業における当社及び関係会社

の位置付け等は、次のとおりであります。 

Ⅰ 断熱関連事業 

 当部門においては、セラミックファイバー各種製品、耐火断熱れんが、モルタル、キャスタブル及び高温用断熱ボ

ード等の製造・販売及び工業炉工事の設計施工等を行っております。当社グループの主力事業であり、国際的な価格

競争に対応するため、当社では従前より在外子会社に生産の拠点をシフトさせております。 

  （製造） 

イソライト工業株式会社、株式会社ITM、イソライトインシュレーティングファイヤーブリックセンドリアンベル

ハッド、イソライトセラミックファイバーズセンドリアンベルハッド、イソライトイースタンユニオンリフラクト

リーズカンパニーリミテッド、蘇州伊索来特耐火繊維有限公司、ITM Europe GmbH 

  （販売） 

イソライト工業株式会社、株式会社ITM、依索（上海）貿易有限公司、ITM Europe GmbH、イソライトファンシン

（タイワン）カンパニーリミテッド 

Ⅱ 建設関連事業 

 当部門においては、ファイヤープロテクション材料の製造・販売及び集成材・その他の建材の製造・販売等を行っ

ております。 

  （製造） 

イソライト工業株式会社、イソライト建材株式会社 

  （販売） 

イソライト工業株式会社、イソライト建材株式会社 

Ⅲ その他事業 

 当部門においては、農薬・土壌改良材としてのセラミックス多孔体、軽金属補強材料、IT関連設備用部品の製造・

販売、住宅用燃焼機器の販売、吸音材の製造・販売、石油製品の販売、酒類小売店の経営、土地の造成及び不動産の

売買・賃貸・仲介等を行っております。 

  （製造） 

イソライト工業株式会社 

  （販売） 

イソライト工業株式会社、イソライト土地開発株式会社、株式会社イソライト住機 

  （酒類小売店の経営） 

イソライト土地開発株式会社 

  （不動産の売買、賃貸） 

イソライト工業株式会社、イソライト土地開発株式会社 

２．企業集団の状況
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事業系統図 

 以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。 
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(1）会社の経営の基本方針 

 当社グループは、時流と顧客ニーズに応え、企業の社会的責任としての環境への調和を図り、グローバルに事業展

開を目指すことを経営の基本として「創意と調和」を社是とし、 

 組織の壁にとらわれず 連携して社業に励む 

 時代の流れを先取りし 迅速に物事に対処する 

 自己の仕事を前向きに たえず創造性を発揮する 

 地球の環境にやさしく 国際社会の繁栄に寄与する 

の四つの具体的な経営理念を制定しております。 

 当社グループは基幹事業である断熱関連事業のほか、建設関連事業、並びにその他事業へと多角的な事業展開を推

し進めることで「省エネ」、「防災」、「環境」、「緑化」の社会的ニーズに応えるべく事業活動を積極的に進めて

おります。これらに基づく事業推進を通じ株主、顧客、社員及び社会の信頼と期待に応えることを経営方針としてお

ります。 

(2）中長期的な会社の経営戦略 

  当社グループは、中期経営計画を策定し、顧客満足度を高めることで、お客様との信頼関係を高め、企業体質の

「改善」と「改革」を推し進め、品質の向上と効率化を図り、収益性を高める企業グループ活動を進めてまいりま

す。 

 また、グローバル競争に打ち勝つために、コア事業への資本投資、グループ戦略の強化、海外関連会社の売上拡大

に取り組んでまいります。  

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,839 1,450

受取手形及び売掛金 4,803 4,239

たな卸資産 2,206 －

商品及び製品 － 1,705

仕掛品 － 427

原材料及び貯蔵品 － 553

繰延税金資産 192 246

その他 375 422

貸倒引当金 △77 △79

流動資産合計 9,341 8,966

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,788 4,676

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,575 △2,624

建物及び構築物（純額） 2,213 2,051

機械装置及び運搬具 7,010 6,788

減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,627 △4,565

機械装置及び運搬具（純額） 2,382 2,223

工具、器具及び備品 919 881

減価償却累計額及び減損損失累計額 △691 △650

工具、器具及び備品（純額） 227 231

土地 2,630 2,265

建設仮勘定 343 605

有形固定資産合計 7,798 7,376

無形固定資産   

のれん 740 635

その他 63 130

無形固定資産合計 803 766

投資その他の資産   

投資有価証券 929 647

長期貸付金 6 8

繰延税金資産 595 848

その他 560 527

貸倒引当金 △162 △89

投資その他の資産合計 1,929 1,941

固定資産合計 10,531 10,083

資産合計 19,873 19,050
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,028 1,527

設備関係支払手形 58 19

短期借入金 5,542 6,596

未払法人税等 416 104

未払消費税等 28 －

未払費用 305 349

賞与引当金 238 200

その他 372 413

流動負債合計 8,991 9,212

固定負債   

長期借入金 2,219 2,094

長期預り保証金 265 250

繰延税金負債 18 0

退職給付引当金 876 893

役員退職慰労引当金 64 27

その他の引当金 － 13

ＰＣＢ処理引当金 13 －

その他 － 14

固定負債合計 3,457 3,294

負債合計 12,448 12,506

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,196 3,196

資本剰余金 2,532 2,532

利益剰余金 1,275 906

自己株式 △10 △10

株主資本合計 6,994 6,624

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 10 △36

繰延ヘッジ損益 0 －

土地再評価差額金 37 39

為替換算調整勘定 △206 △580

評価・換算差額等合計 △157 △577

少数株主持分 587 496

純資産合計 7,424 6,544

負債純資産合計 19,873 19,050
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（２）連結損益計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 18,027 15,349

売上原価 12,361 11,142

売上総利益 5,666 4,207

販売費及び一般管理費   

販売費 2,252 2,038

一般管理費 1,587 1,491

販売費及び一般管理費合計 3,840 3,530

営業利益 1,826 677

営業外収益   

受取利息 13 11

受取配当金 11 9

持分法による投資利益 77 55

その他 42 42

営業外収益合計 145 119

営業外費用   

支払利息 200 181

為替差損 － 185

休止固定資産減価償却費 42 65

その他 178 118

営業外費用合計 420 551

経常利益 1,550 245

特別利益   

貸倒引当金戻入額 7 10

特別利益合計 7 10

特別損失   

投資有価証券評価損 4 162

為替差損 110 100

減損損失 342 77

事業構造改善費用 － 44

販売用不動産評価損 － 19

固定資産除却損 － 13

貸倒引当金繰入額 － 8

事業整理損 33 －

その他 － 3

特別損失合計 491 430

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

1,066 △174

法人税、住民税及び事業税 556 161

法人税等調整額 △87 △272

法人税等合計 469 △110

少数株主利益 89 81

当期純利益又は当期純損失（△） 508 △145
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 3,196 3,196

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,196 3,196

資本剰余金   

前期末残高 2,532 2,532

当期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 2,532 2,532

利益剰余金   

前期末残高 898 1,275

在外子会社の会計処理の変更に伴う増減 － △57

当期変動額   

剰余金の配当 △129 △164

従業員奨励福利基金 △1 －

その他 － △1

当期純利益又は当期純損失（△） 508 △145

当期変動額合計 377 △311

当期末残高 1,275 906

自己株式   

前期末残高 △8 △10

当期変動額   

自己株式の取得 △1 △0

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △1 △0

当期末残高 △10 △10

株主資本合計   

前期末残高 6,618 6,994

在外子会社の会計処理の変更に伴う増減 － △57

当期変動額   

剰余金の配当 △129 △164

従業員奨励福利基金 △1 －

その他 － △1

当期純利益又は当期純損失（△） 508 △145

自己株式の取得 △1 △0

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 375 △312

当期末残高 6,994 6,624

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 301 10

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △291 △46

当期変動額合計 △291 △46

当期末残高 10 △36
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 1 0

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 0 －

土地再評価差額金   

前期末残高 37 37

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 1

当期変動額合計 － 1

当期末残高 37 39

為替換算調整勘定   

前期末残高 △221 △206

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 14 △373

当期変動額合計 14 △373

当期末残高 △206 △580

評価・換算差額等合計   

前期末残高 119 △157

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △277 △419

当期変動額合計 △277 △419

当期末残高 △157 △577

少数株主持分   

前期末残高 592 587

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △5 △90

当期変動額合計 △5 △90

当期末残高 587 496

純資産合計   

前期末残高 7,331 7,424

在外子会社の会計処理の変更に伴う増減 － △57

当期変動額   

剰余金の配当 △129 △164

従業員奨励福利基金 △1 －

その他 － △1

当期純利益又は当期純損失（△） 508 △145

自己株式の取得 △1 △0

自己株式の処分 0 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △282 △510

当期変動額合計 93 △822

当期末残高 7,424 6,544
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純
損失（△）

1,066 △174

減価償却費 701 733

のれん償却額 105 105

減損損失 342 77

貸倒引当金の増減額（△は減少） 57 27

退職給付引当金の増減額（△は減少） △66 △40

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △18 △37

受取利息及び受取配当金 △24 △20

支払利息 200 181

為替差損益（△は益） 12 281

事業整理損失 33 －

投資有価証券評価損益（△は益） 4 162

有形固定資産除却損 33 13

持分法による投資損益（△は益） △77 △55

売上債権の増減額（△は増加） 209 306

たな卸資産の増減額（△は増加） △5 △613

仕入債務の増減額（△は減少） △41 △358

その他 238 △118

小計 2,771 471

利息及び配当金の受取額 50 47

利息の支払額 △200 △171

法人税等の支払額 △543 △531

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,078 △183

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △159 △248

定期預金の払戻による収入 75 333

有形固定資産の取得による支出 △692 △912

有形固定資産の売却による収入 2 5

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

投資有価証券の売却による収入 － 4

貸付けによる支出 △0 △3

貸付金の回収による収入 3 1

その他 △82 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △857 △836

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △759 1,105

長期借入れによる収入 1,047 1,300

長期借入金の返済による支出 △1,300 △1,364

配当金の支払額 △128 △165

少数株主への配当金の支払額 △89 △86

その他 △1 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,231 788

現金及び現金同等物に係る換算差額 △20 △32

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △31 △264

現金及び現金同等物の期首残高 1,697 1,665

現金及び現金同等物の期末残高 1,665 1,400
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 該当事項はありません。  

  

継続企業の前提に関する注記

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

  
前連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

１ 連結の範囲に関する事項 (1）連結子会社の数     10社 

主要な連結子会社の名称 

 「２．企業集団の状況」に記載してい

るため、省略しております。 

(1）連結子会社の数     10社 

主要な連結子会社の名称 

 同    左 

  (2）非連結子会社の名称等 

非連結子会社 

 ピーティーイソライトセラミックファ

イバーズヌサンタラ 

(2）非連結子会社の名称等 

非連結子会社 

同    左 

  （連結の範囲から除いた理由） 

 非連結子会社は設立後未だ事業活動を

行っておらず、総資産、売上高、当期純

損益及び利益剰余金等は、いずれも連結

財務諸表に重要な影響を及ぼしていない

ためであります。 

（連結の範囲から除いた理由） 

同    左 

２ 持分法の適用に関する事

項 

(1）持分法適用の関連会社数 ６社 

主要な持分法適用の関連会社の名称 

 「２．企業集団の状況」に記載してい

るため、省略しております。 

(1）持分法適用の関連会社数 ６社 

主要な持分法適用の関連会社の名称 

同    左 

  (2）持分法を適用していない非連結子会社

（ピーティーイソライトセラミックファ

イバーズヌサンタラ）及び関連会社（ソ

ンカンエンタープライズカンパニーリミ

テッド等）はそれぞれ連結純損益及び利

益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、

かつ全体としても重要性がないため持分

法の適用範囲から除外しております。 

(2）同    左 

  (3）持分法適用の関連会社は全て決算日が

12月31日であります。連結財務諸表の作

成に当っては同日現在の財務諸表を使用

し、連結決算日との間に生じた重要な取

引については、連結上必要な調整を行っ

ております。 

(3）同    左 

３ 連結子会社の事業年度等

に関する事項 

 連結子会社のうち、イソライトインシュ

レーティングファイヤーブリックセンドリ

アンベルハッド、イソライトセラミックフ

ァイバーズセンドリアンベルハッド、イソ

ライトイースタンユニオンリフラクトリー

ズカンパニーリミテッド、蘇州伊索来特耐

火繊維有限公司、依索（上海）貿易有限公

司及びITM Europe GmbHの決算日は12月31

日であります。 

 連結財務諸表の作成に当っては同日現在

の財務諸表を使用し、連結決算日との間に

生じた重要な取引については、連結上必要

な調整を行っております。 

同    左 
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前連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

４ 会計処理基準に関する事

項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

①有価証券 

その他有価証券 

ａ時価のあるもの 

決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法に

より算定） 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

①有価証券 

その他有価証券 

ａ時価のあるもの 

同    左 

  ｂ時価のないもの 

移動平均法による原価法 

ｂ時価のないもの 

同    左 

  ②デリバティブ 

 時価法 

②デリバティブ 

 同    左 

  ③たな卸資産 

 主として、月次総平均法に基づく原

価法 

③たな卸資産 

 原価法（収益性の低下による簿価切

下げ方法） 

ａ商品及び製品 

 主として月次総平均法 

ｂ仕掛品 

 同    上 

ｃ原材料及び貯蔵品 

 月次総平均法  

（会計方針の変更） 

 通常の販売目的で保有するたな卸資

産については、従来、主として総平均

法による原価法によっていたが、当連

結会計年度より「棚卸資産の評価に関

する会計基準」（企業会計基準第９号

平成18年７月５日公表分）が適用され

たことに伴い、主として総平均法によ

る原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定しております。これに

より、当連結会計年度の営業利益、経

常利益は、それぞれ24百万円減少し、

税金等調整前当期純損失は44百万円増

加しております。なお、セグメント情

報に与える影響については、当該箇所

に記載しております。 
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前連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

  

  

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産 

 当社、国内連結子会社１社及び在外

連結子会社は、所在地国の会計基準の

規定に基づく定額法、国内連結子会社

のうち２社は定率法を採用しておりま

す。 

 ただし、国内連結子会社については

平成10年４月１日以降に取得した建物

（附属設備を除く）について、定額法

を採用しております。 

 なお主な耐用年数は以下のとおりで

あります。 

建物及び構築物    ２～50年 

機械装置及び運搬具  ２～15年 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産 

 当社、国内連結子会社１社及び在外

連結子会社は定額法、国内連結子会社

のうち２社は定率法を採用しておりま

す。 

 ただし、国内連結子会社については

平成10年４月１日以降に取得した建物

（附属設備を除く）について、定額法

を採用しております。 

 なお主な耐用年数は以下のとおりで

あります。 

建物及び構築物    ２～50年 

機械装置及び運搬具  ２～15年 

  (会計方針の変更) 

 当社及び国内連結子会社は、法人税

法の改正に伴い、当連結会計年度よ

り、平成19年４月１日以降に取得した

有形固定資産について、改正後の法人

税法に基づく減価償却の方法に変更し

おります。これにより、営業利益、経

常利益及び税金等調整前当期純利益は

それぞれ６百万円減少しております。

なお、セグメント情報に与える影響に

ついては、当該箇所に記載しておりま

す。 

     ───────  

  (追加情報) 

 当社及び国内連結子会社は、法人税

法改正に伴い、平成19年３月31日以前

に取得した有形固定資産については、

改正前の法人税法に基づく減価償却の

方法の適用により取得価額の５％に到

達した連結会計年度の翌連結会計年度

より、取得価額の５％相当額と備忘価

額との差額を５年間にわたり均等償却

し、減価償却費に含めて計上しており

ます。この結果、従来の方法に比べ、

営業利益、経常利益及び税金等調整前

当期純利益がそれぞれ17百万円減少し

ております。なお、セグメント情報に

与える影響については、当該箇所に記

載しております。 

(追加情報) 

 当社及び国内連結子会社は、当連結

会計年度より、機械及び装置の耐用年

数については法人税法の改正を契機と

して見直しを行い、一部の資産につい

ては耐用年数を短縮して減価償却費を

算出する方法に変更しております。こ

の結果、従来の方法比べ、営業利益は

48百万円、経常利益は59百万円減少

し、税金等調整前当期純損失は59百万

増加しております。なお、セグメント

情報に与える影響については、当該箇

所に記載しております。 
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前連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

  ②無形固定資産 

 当社及び国内連結子会社は定額法、

在外連結子会社は所在地国の会計基準

の規定に基づく定額法を採用しており

ます。 

 なお、自社利用のソフトウェアにつ

いては、社内における見込利用可能期

間（５年）に基づく定額法を採用して

おります。 

 ②無形固定資産 

 定額法を採用しております。 

 なお、自社利用のソフトウェアにつ

いては、社内における見込利用可能期

間（５年）に基づく定額法を採用して

おります。 

   ③長期前払費用 

 当社及び国内連結子会社は均等償

却、在外連結子会社は所在地国の会計

基準に基づく均等償却を行っておりま

す。 

③長期前払費用     

 均等償却を行っております。 

  (3）重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

 債権の貸倒損失に備えるため、一般

債権については貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権については個

別に回収可能性を検討し、回収不能見

込額を計上しております。 

(3）重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

同    左 

  ②賞与引当金 

 従業員に対する賞与の支給に備える

ため、支給見込額に基づき計上してお

ります。 

②賞与引当金 

同    左 

  ③退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当

連結会計年度末における退職給付債務

及び年金資産の見込額に基づき計上し

ております。 

 数理計算上の差異は、各連結会計年

度の発生時の従業員の平均残存勤務期

間以内の一定の年数（５年）により按

分した額をそれぞれ発生の翌連結会計

年度から費用処理することとしており

ます。 

③退職給付引当金 

同    左 
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前連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

  ④役員退職慰労引当金 

 役員の退職慰労金の支出に備えるた

め、役員退職慰労金支給基準（内規）

に基づく期末要支給額を計上しており

ます。 

④役員退職慰労引当金 

 一部の子会社において役員の退職慰

労金の支給に備えるため、内規に基づ

く期末要支給額を計上しております。

(追加情報) 

 当社については、従来役員の退職慰

労金の支出に備えるため、役員退職慰

労金規定に基づく要支給額を計上して

いましたが、平成20年６月25日開催の

定時株主総会において役員退職慰労金

制度を廃止したため、当事業年度末に

おいて役員退職慰労引当金は計上して

おりません。なお、同制度廃止までの

役員退職慰労引当金相当額14百万円

は、同定時株主総会において在任中の

役員について退任時に打ち切り支給す

ることを決議したため、固定負債のそ

の他に含めております。 

  ⑤ＰＣＢ処理引当金 

 保管するＰＣＢ廃棄物の処理費用の

支出に備えるため、当連結会計年度末

において合理的に見積もることができ

る処理費用見込額を計上しておりま

す。 

⑤ＰＣＢ処理引当金 

同    左 

  (4）完成工事高の計上基準 

 売上高のうち、完成工事高の計上基準

は、工事完成基準によっているが、長期

工事(工期12ヶ月以上かつ、請負金額５

千万円以上)は工事進行基準を採用して

おります。 

 当連結会計年度の工事進行基準による

完成工事高はありません。 

(4）完成工事高の計上基準 

  同    左 

  (5）重要なリース取引の処理方法 

 リース物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイナンス・

リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理によって

おります。 

    ─────── 

  

  

(6）重要なヘッジ会計の方法 

①ヘッジ会計の方法 

 繰延ヘッジ処理を採用しておりま

す。ただし、為替予約取引においては

振当処理の要件を満たしている場合は

振当処理を、金利スワップにおいては

特例処理の要件を満たしている場合は

特例処理を行っております。 

(5）重要なヘッジ会計の方法 

①ヘッジ会計の方法 

 同    左 
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前連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

  ②ヘッジ手段とヘッジ対象 

(イ)ヘッジ手段 

為替予約取引、金利スワップ 

②ヘッジ手段とヘッジ対象 

(イ)ヘッジ手段 

  同    左 

  (ロ)ヘッジ対象 

外貨建債権債務、外貨建予定取引、

借入金利息 

(ロ)ヘッジ対象 

 同    左 

  ③ヘッジ方針 

 為替変動リスク及び金利変動リスク

を回避する目的でのみデリバティブ取

引を利用しており、投機目的のものは

ありません。 

③ヘッジ方針 

同    左 

   ④ヘッジ有効性評価の方法 

 それぞれの手段において特例処理及

び振当処理の要件を満たしている場合

は、有効性の評価は省略しておりま

す。また繰延ヘッジ処理を採用してい

る場合も、ヘッジ手段及びヘッジ対象

に関する重要な条件が同一であり、か

つヘッジ行為の開始時及びその後も継

続して相場変動又はキャッシュ・フロ

ー変動を完全に相殺すると想定するこ

とができるため、有効性の評価は省略

しております。  

④ヘッジ有効性評価の方法 

同    左 

  (7）その他連結財務諸表作成のための重要

な事項 

消費税等の会計処理 

 税抜方式によっております。 

(6）その他連結財務諸表作成のための重要

な事項 

消費税等の会計処理 

同    左 

５ 連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項 

 連結子会社の資産及び負債の評価につい

ては全面時価評価法を採用しております。

同    左 

６ のれん及び負ののれんの

償却に関する事項 

 のれんは10年間で均等償却しておりま

す。 

同    左 

７ 連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲 

 手許現金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ価値の変動に

ついて僅少なリスクしか負わない取得日か

ら３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投

資からなっております。 

同    左 

19

イソライト工業㈱　(5358)　平成21年3月期　決算短信



   

   

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

─────── （連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関 

する当面の取扱いの適用） 

 当連結会計年度より、「連結財務諸表作成における在 

外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応 

報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算上 

必要な修正を行っております。これにより、利益剰余金が

57百万円減少しております。 

（リース取引に関する会計基準） 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従

来、賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理によってい

たましが、当連結会計年度より「リース取引に関する会計

基準」（企業会計基準第13号 最終改正平成19年３月30

日）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第16号 最終改正平成19年３月30日）

を適用し、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に

よっております。なお、リース取引開始日が適用初年度開

始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理を適用しております。これによる損益への影響はありま

せん。  

表示方法の変更

前連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

─────── （連結貸借対照表） 

１．「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規制

等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内閣

府令第50号）が適用となることに伴い、前連結会計年度に

おいて、「たな卸資産」として掲記されていたものは、当

連結会計年度から「商品及び製品」「仕掛品」「原材料及

び貯蔵品」に区分掲記しております。なお、前連結会計年

度の「たな卸資産」に含まれる「商品及び製品」「仕掛

品」「原材料及び貯蔵品」は、それぞれ1,246百万円、352

百万円、608百万円であります。 

 ２．前連結会計年度まで区分掲記しておりました「ＰＣ

Ｂ処理引当金 」（当連結会計年度末は13百万円）は、金

額的重要性が乏しいため、「その他の引当金」に含めて表

示することにしました。 

  

（連結損益計算書） 

 前連結会計年度まで営業外費用の「その他」に含めて表

示しておりました「為替差損」は、営業外費用の総額の

100分の10を超えたため区分掲記しました。 

 なお、前連結会計年度における「為替差損」の金額は33

百万円であります。  
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前連結会計年度（自平成19年４月１日 至平成20年３月31日） 

 （注）１ 事業区分は売上集計及び内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品 

(1）断熱関連事業……セラミックファイバー、耐火断熱れんが、炉工事等 

(2）建設関連事業……ファイヤープロテクション工事（関連商品含む）、集成材等 

(3）その他事業 ……セラミックス多孔体、軽金属補強材料、IT関連設備用部品、 

住宅用燃焼機器、石油製品、ディスカウントショップの経営等 

３ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産は3,454百万円であり、その主なものは、当社での余資

運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。 

４ 減価償却費及び資本的支出には長期前払費用とその償却費が含まれております。 

５ 会計方針の変更 

 「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 ４ 会計処理基準に関する事項 (2)重要な減価償

却資産の減価償却の方法 ①有形固定資産（会計方針の変更）」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社

は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成19年４月１日以降に取得した有形固定資産につい

て、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。これにより、「断熱関連事業」の営業

費用が６百万円増加し、営業利益が同額減少しております。なお、「建設関連事業」及び「その他事業」の

営業費用及び営業損失への影響額は僅少であります。 

 また、同（追加情報）に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法改正に伴い、平成19年３月

31日以前に取得した有形固定資産については、改正前の法人税法に基づく減価償却の方法の適用により取得

価額の５％に到達した連結会計年度の翌連結会計年度より、取得価額の５％相当額と備忘価額との差額を５

年間にわたり均等償却し、減価償却費に含めて計上しております。この結果、従来の方法に比べ、営業費用

は「断熱関連事業」が11百万円、「建設関連事業」が１百万円、「その他事業」が４百万円増加し、「断熱

関連事業」の営業利益が同額減少し、「建設関連事業」及び「その他事業」の営業損失がそれぞれ同額増加

しております。 

  

（セグメント情報）

ａ．事業の種類別セグメント情報

  
断熱関連事
業(百万円) 

建設関連事
業(百万円) 

その他事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全
社(百万円) 

連結 
（百万円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益                                    

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  15,103  1,136  1,787  18,027  －  18,027

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 2  －  88  90 (90)  －

計  15,105  1,136  1,875  18,118 (90)  18,027

営業費用  13,166  1,208  1,952  16,326 (125)  16,201

営業利益（△は営業損失）  1,939  △71  △76  1,791  35  1,826

Ⅱ 資産、減価償却費、減損損

失及び資本的支出 
                                   

資産  14,835  375  1,958  17,168  2,704  19,873

減価償却費  539  30  85  654  46  701

減損損失  22  38  －  60  282  342

資本的支出  580  2  1  584  77  661
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当連結会計年度（自平成20年４月１日 至平成21年３月31日） 

 （注）１ 事業区分は売上集計及び内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品 

(1）断熱関連事業……セラミックファイバー、耐火断熱れんが、炉工事等 

(2）建設関連事業……ファイヤープロテクション材料、集成材等 

(3）その他事業 ……セラミックス多孔体、軽金属補強材料、IT関連設備用部品、 

住宅用燃焼機器、石油製品等 

３ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産は3,179百万円であり、その主なものは、当社での余資

運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。 

４ 減価償却費及び資本的支出には長期前払費用とその償却費が含まれております。 

５ 「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 ４ 会計処理基準に関する事項 (1)重要な資産の評

価基準及び評価方法 ③たな卸資産（会計方針の変更）」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適用しております。こ

の変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、当連結会計年度の営業利益が「断熱関連事業」で17百万

円、「その他事業」で７百万円減少しております。 

６ （追加情報）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、機械装置の耐用年数を変更しております。こ

の変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、当連結会計年度の営業利益が「断熱関連事業」で45百万

円、「その他事業」で３百万円減少しております。 

  

  
断熱関連事
業(百万円) 

建設関連事
業(百万円) 

その他事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全
社(百万円) 

連結 
（百万円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益                                    

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  12,764  1,003  1,581  15,349  －  15,349

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 1  －  67  69 (69)  －

計  12,766  1,003  1,649  15,419 (69)  15,349

営業費用  11,981  1,058  1,719  14,759 (86)  14,672

営業利益（△は営業損失）  784  △54  △70  660  16  677

Ⅱ 資産、減価償却費、減損損

失及び資本的支出 
                                   

資産  13,165  779  2,041  15,986  3,064  19,050

減価償却費  544  25  97  667  69  736

減損損失  －  －  75  75  1  77

資本的支出  1,081  6  20  1,108  57  1,165
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前連結会計年度（自平成19年４月１日 至平成20年３月31日） 

 （注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。 

アジア…マレーシア、シンガポール、台湾、中国、韓国 

その他…本邦、アジア以外の地域 

３ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産は3,454百万円であり、その主なものは、当社での余資

運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。 

４ 会計方針の変更 

 「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 ４ 会計処理基準に関する事項 (2)重要な減価償

却資産の減価償却の方法 ①有形固定資産（会計方針の変更）」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社

は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成19年４月１日以降に取得した有形固定資産につい

て、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。これにより、営業費用は「日本」が６

百万円増加し、営業利益が同額減少しております。 

   また、同（追加情報）に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法改正に伴い、平成19年３月

31日以前に取得した有形固定資産については、改正前の法人税法に基づく減価償却の方法の適用により取得

価額の５％に到達した連結会計年度の翌連結会計年度より、取得価額の５％相当額と備忘価額との差額を５

年間にわたり均等償却し、減価償却費に含めて計上しております。この結果、従来の方法に比べ、営業費用

は「日本」が17百万円増加し、営業利益が同額減少しております。 

  

ｂ．所在地別セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
アジア 

（百万円） 
その他 

（百万円） 
計 

（百万円） 
消去又は全
社(百万円) 

連結 
（百万円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益                                    

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  12,841  3,905  1,279  18,027  －  18,027

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 778  2,819  －  3,598 (3,598)  －

計  13,620  6,725  1,279  21,625 (3,598)  18,027

営業費用  12,392  6,253  1,196  19,842 (3,641)  16,201

営業利益  1,228  471  82  1,782  43  1,826

Ⅱ 資産  12,917  5,264  351  18,534  1,338  19,873
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当連結会計年度（自平成20年４月１日 至平成21年３月31日） 

 （注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。 

アジア…マレーシア、シンガポール、台湾、中国、韓国 

その他…本邦、アジア以外の地域 

３ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産は3,179百万円であり、その主なものは、当社での余資

運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。 

４ 「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 ４ 会計処理基準に関する事項 (1)重要な資産の評

価基準及び評価方法 ③たな卸資産（会計方針の変更）」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適用しております。こ

の変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、当連結会計年度の営業利益が「日本」で24百万円減少して

おります。 

５ （追加情報）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、機械装置の耐用年数を変更しております。こ

の変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、当連結会計年度の営業利益が「日本」で45百万円減少して

おります。  

  

  
日本 

（百万円） 
アジア 

（百万円） 
その他 

（百万円） 
計 

（百万円） 
消去又は全
社(百万円) 

連結 
（百万円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益                                    

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  11,084  3,209  1,056  15,349  －  15,349

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 590  3,282  －  3,872 (3,872)  －

計  11,674  6,491  1,056  19,222 (3,872)  15,349

営業費用  11,601  5,941  997  18,541 (3,868)  14,672

営業利益  72  549  58  681  (3)  677

Ⅱ 資産  12,812  4,776  291  17,880  1,170  19,050
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前連結会計年度（自平成19年４月１日 至平成20年3月31日） 

 （注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。 

アジア：マレーシア、シンガポール、台湾、中国、韓国 

その他：ドイツ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

当連結会計年度（自平成20年４月１日 至平成21年3月31日） 

 （注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。 

アジア：マレーシア、シンガポール、台湾、中国、韓国 

その他：ドイツ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

 （注）１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 該当事項はありません。 

  

ｃ．海外売上高

  アジア その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  4,568  1,390  5,959

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  18,027

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  25.3  7.7  33.1

  アジア その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  3,002  1,825  4,828

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  15,349

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  19.6  11.9  31.5

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

１株当たり純資産額 290円21銭

１株当たり当期純利益金額 21円56銭

１株当たり純資産額    256円74銭

１株当たり当期純損失金額   6円18銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。 

  
前連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当期純利益又は当期純損失（△）（百万

円） 

 508  △145

普通株式に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益又は当期純損

失（△）（百万円） 

 508  △145

期中平均株式数（千株）  23,560  23,556

（重要な後発事象）
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 652 596

受取手形 405 281

売掛金 2,262 2,425

商品及び製品 576 787

販売用不動産 244 521

仕掛品 61 169

半成工事 121 84

原材料 157 －

貯蔵品 3 －

原材料及び貯蔵品 － 159

前払費用 26 23

短期貸付金 144 161

未収入金 199 196

繰延税金資産 105 189

その他 128 78

貸倒引当金 △3 △4

流動資産合計 5,085 5,672

固定資産   

有形固定資産   

建物 2,501 2,512

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,413 △1,473

建物（純額） 1,087 1,039

窯炉設備 20 －

減価償却累計額 △19 －

窯炉設備（純額） 0 －

構築物 335 338

減価償却累計額及び減損損失累計額 △246 △255

構築物（純額） 88 82

機械及び装置 2,646 2,668

減価償却累計額 △2,031 △2,157

機械及び装置（純額） 614 510

車両運搬具 22 22

減価償却累計額 △15 △16

車両運搬具（純額） 7 5

工具、器具及び備品 350 355

減価償却累計額 △298 △262

工具、器具及び備品（純額） 52 92

土地 2,015 1,937

建設仮勘定 32 5

有形固定資産合計 3,898 3,674

無形固定資産   

ソフトウエア 32 24

その他 8 8

無形固定資産合計 40 33
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 531 287

関係会社出資金 675 675

関係会社株式 4,407 4,927

従業員に対する長期貸付金 6 8

関係会社長期貸付金 85 85

破産更生債権等 102 20

長期前払費用 100 76

敷金及び保証金 110 98

長期預け金 143 143

繰延税金資産 416 641

その他 15 11

貸倒引当金 △217 △155

投資損失引当金 △191 △550

投資その他の資産合計 6,184 6,267

固定資産合計 10,123 9,975

資産合計 15,209 15,647

負債の部   

流動負債   

支払手形 628 639

設備関係支払手形 42 17

買掛金 694 497

短期借入金 2,160 3,500

1年内返済予定の長期借入金 1,331 1,324

未払金 39 17

未払費用 194 135

未払法人税等 116 73

未払消費税等 11 －

前受金 8 22

預り金 9 8

賞与引当金 82 83

その他 － 12

流動負債合計 5,319 6,332

固定負債   

長期借入金 1,982 1,608

長期預り保証金 265 250

長期未払金 － 14

退職給付引当金 374 352

役員退職慰労引当金 43 －

関係会社事業損失引当金 251 96

その他の引当金 － 13

ＰＣＢ処理引当金 13 －

固定負債合計 2,929 2,333

負債合計 8,249 8,666
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,196 3,196

資本剰余金   

資本準備金 904 904

その他資本剰余金 1,628 1,628

資本剰余金合計 2,532 2,532

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 1,231 1,300

利益剰余金合計 1,231 1,300

自己株式 △10 △10

株主資本合計 6,949 7,018

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 9 △37

繰延ヘッジ損益 0 －

評価・換算差額等合計 9 △37

純資産合計 6,959 6,981

負債純資産合計 15,209 15,647
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（２）損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 10,532 9,959

売上原価 7,725 7,703

売上総利益 2,807 2,255

販売費及び一般管理費   

販売費 1,173 1,131

一般管理費 763 788

販売費及び一般管理費合計 1,937 1,920

営業利益 869 335

営業外収益   

受取利息 11 6

受取配当金 549 543

貸付金利息 5 5

受取賃貸料 32 22

その他 33 36

営業外収益合計 633 614

営業外費用   

支払利息 121 117

出向者労務費 21 －

賃貸費用 18 18

休止固定資産減価償却費 50 65

為替差損 70 46

租税公課 － 37

その他 88 63

営業外費用合計 371 348

経常利益 1,131 601

特別利益   

貸倒引当金戻入額 7 2

特別利益合計 7 2

特別損失   

投資有価証券評価損 4 162

投資損失引当金繰入額 191 154

為替差損 110 100

減損損失 282 77

関係会社事業損失引当金繰入額 218 49

貸倒引当金繰入額 40 20

販売用不動産評価損 － 19

固定資産除却損 － 7

特別損失合計 847 592

税引前当期純利益 291 11

法人税、住民税及び事業税 136 54

法人税等調整額 △120 △276

法人税等合計 15 △222

当期純利益 275 233
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 3,196 3,196

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,196 3,196

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 904 904

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 904 904

その他資本剰余金   

前期末残高 1,628 1,628

当期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 1,628 1,628

資本剰余金合計   

前期末残高 2,532 2,532

当期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 2,532 2,532

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金   

前期末残高 1,085 1,231

当期変動額   

剰余金の配当 △129 △164

当期純利益 275 233

当期変動額合計 146 68

当期末残高 1,231 1,300

利益剰余金合計   

前期末残高 1,085 1,231

当期変動額   

剰余金の配当 △129 △164

当期純利益 275 233

当期変動額合計 146 68

当期末残高 1,231 1,300

自己株式   

前期末残高 △8 △10

当期変動額   

自己株式の取得 △1 △0

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △1 △0

当期末残高 △10 △10
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

株主資本合計   

前期末残高 6,805 6,949

当期変動額   

剰余金の配当 △129 △164

当期純利益 275 233

自己株式の取得 △1 △0

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 144 68

当期末残高 6,949 7,018

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 298 9

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △289 △46

当期変動額合計 △289 △46

当期末残高 9 △37

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 1 0

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 0 －

評価・換算差額等合計   

前期末残高 300 9

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △290 △46

当期変動額合計 △290 △46

当期末残高 9 △37

純資産合計   

前期末残高 7,105 6,959

当期変動額   

剰余金の配当 △129 △164

当期純利益 275 233

自己株式の取得 △1 △0

自己株式の処分 0 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △290 △46

当期変動額合計 △145 21

当期末残高 6,959 6,981
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 該当事項はありません。 

   

(1）役員の異動 

 役員の異動につきましては、平成21年３月25日に公表いたしました役員人事に関するお知らせのとおりです。 

   

継続企業の前提に関する注記

６．その他
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